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山
か
げ
に
流
れ
す
み
た
る
み
な
か
み
の

静
け
さ
さ
ま
を
　
お
も
ひ
こ
そ
す
れ牧
水

暑
さ
も
忘
れ
て

　
仲
深
公
民
館
で
は
、
苗
年
恒
例
の
納

涼
盆
踊
り
大
会
が
8
月
1
5
日
（
日
）
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
区
民
を
中
心
に
盆
休
み

を
利
用
し
て
帰
省
中
の
同
区
出
身
者

等
約
2
0
0
人
が
参
加
。

　
イ
ダ
ゴ
ロ
踊
り
や
扇
踊
り
な
ど
約

2
時
間
に
わ
た
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
地
元
青
年
団
に
よ
る
焼

鳥
や
焼
き
そ
ば
、
か
き
氷
な
ど
も
ふ
る

ま
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
休

む
間
も
な
い
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

ζ
一

渉人口5，333人（△6）
，『

@　男　2，497人（△D

　　　女2，B36人（△5）

　　世帯数1，740戸　（2）

覧平成｝1鴇朧
　　　　　　　　　　∠
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いざという時の避難場所
　　　　家族全員わかっていますか1？
　　　　　　　　　　9月1日は防災の日一一■一一一一一一一一

阪神・淡路大震災の教訓を生かして～

災害は、いつどこで起こるか全く予測できま
せん。だからこそ、身の安全を守るために、日頃

からその備えを心がけておきたいものです。

　もう一度地震が起きる前の備えを中心に、わ
たしたち一人ひとりができる防災行動について
考えてみましょう。

家具が凶器に！　家が無事でも食器棚
やテレビ、冷蔵庫が命取りになる
阪神・淡路大震災で震度7を記録した地域では、住宅の全半壊

をまぬがれたものの、全体の約6割の家で家具が転倒し、部屋全体

に散乱したとのデータが残っています。建物が無事でも、転倒した

家具の下敷きになってケガをしたり、室内が散乱状態のために火災

から逃げ遅れたりしてしまうなど居住者の被害も大きくなるのです。

無事に避難するためには、まず、室内に安全スペースを確保することが第一です。そのためにも家具は必ず固定するよう
にしましよう。

　阪神淡路大震災をはじめ、本町でこれまで発生した災害を教訓に見直しが進められていた『東郷町地域防災計画』が
今年3月置完成、去る7月から8月にかけて本町に襲来した台風時には、あらゆる場面でその防災計画にのっとった防災

対策がとられました。これからの時期、引き続き台風の襲来等が心配されますので、もう一度、防災対策は万全かどうか家

族で話し合うとともに十分な備えをしておくように心がけましょう。

最後に町の地域防災計画では災害の避難施設が下表のとおり定められています。危険が迫る前に消防団員の指示等に
従って早めに避難しましょう。災害の状況によっては避難施設が使えないこともありますのでご注意ください。

町内の避難施設
地　区 避　難　施　設 地　区 避　難　施　設 地　区 避　難　施　設
寺　　迫 寺　　迫　　小　　学　　校 小野田 小　野　田　公　民　館 坪　　谷 坪　　谷　　公　　民　　館
〃 面当地区町民体育館 又江野 東　　郷　　幼　　稚　　園 〃 坪　　谷　　小　　学　　校
〃 寺　　迫　　幼　　稚　　園 鶴野内 鶴野内コミュニティーセンター 坪谷二丁 坪　　谷　　中　　学　　校
長　　崎 長　　崎　　集　　会　　所 〃 東　　郷　　小　　学　　校 坪　　谷 も　と　坪　谷　幼　稚　園

丁　　瀬 福　　瀬　　公　　民　　館 〃 東　　郷　　中　　学　　校 〃 坪　　谷　　保　　育　　園
〃 福　　瀬　　小　　学　　校 〃 鶴　野　内　保　育　園 〃 ふ　る　さ　と　の　家
広　　瀬 広瀬生活改善センター 八重原 八　重　原　公　民　館 越　　表 越　　表　　小　　学　　箇
中野原、出口 中野原地区営農研修センター 迫野内 迫　野　内　公　民　館 〃 越　表　地　区　体　育　館

小野田 総合文化セ　ン　タ　一 田　　野 田　　野　　公　　民　　館 〃 越表生活改善センター
〃 中　　央　　公　　民　　館 羽　　坂 羽坂生活改善センター 下渡川 下渡川地区集会施設
〃 林　　業　　研　　修　　館 仲　　深 仲　　深　　公　　民　　館 合計32箇所

副議長の田代忠孝氏

　
8
月
1
1
日
に
招
集
さ
れ
た
臨
時
議
会
で
、
今

後
2
年
間
の
正
副
議
長
及
び
各
常
任
委
員
会
、

監
査
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
、
寺
原
国
義
氏
（
鶴
野
内
）
、
副
議
長

に
は
田
代
忠
孝
氏
（
寺
迫
）
を
選
出
、
監
査
委
員

に
は
田
中
聡
穎
（
越
表
）
の
就
任
が
決
り
ま
し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
の
構
成
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。

議長に選任された寺原国義氏

1　　　　議会の新体制

議長寺原国義

副議長田代忠孝

総　　務（4人）　　　　文教厚生（5人） 農林建設（5人）

委　　委

員
寺
原
国
義

員
藤
井
柳
太
郎

委
員
長
黒
木
忠
光

副
委
員
長
黒
木
睦
實

委　　委　　委　　委

員
田
代
忠
孝

員
黒
木
太
郎

員
畝
原
野
裕

員
寺
原

正

委
員
長
甲
斐
敏
治

委　　委　　委

員
甲
斐
善
重
郎

員
田
辺
伊
三
丁

目
田
中

守

委
員
長
稲
田
真
人

副
委
員
長
新
名
敏
文

新
し
い
議
長
に
寺

　
副
議
長
に
は
田

代原
忠国
孝義
愈愈

（
7
1
歳
）

（
6
4
歳
）

▲河川の増水で決壊した接岸道路

▲台風で裏山が崩れ倉庫に土砂が押し寄せた

　
7
月
後
半
か
ら
8
月
前
半
に
か
け

て
、
本
町
に
相
次
い
で
台
風
が
襲
来

し
、
道
路
や
林
道
を
は
じ
め
、
農
産
物

な
ど
に
大
き
な
被
害
が
疎
ま
し
た
。

　
台
風
5
号
（
7
月
2
6
日
～
2
7
日
未

明
）
で
は
、
そ
れ
ま
で
に
降
り
続
い
た

雨
の
影
響
と
台
風
が
九
州
近
海
で
停

滞
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
強
い
雨
が

降
っ
た
た
め
に
耳
川
及
び
坪
谷
川
の

水
位
が
上
昇
。
面
戸
の
広
瀬
地
区
で

は
河
川
の
水
位
が
堤
防
を
超
え
た
た

め
、
2
6
日
の
午
後
1
0
時
3
5
分
避
難
勧

告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
瀬
の
中
野
原
地
区
で
は

山
田
建
設
下
の
国
道
3
2
7
回
線
が

河
川
の
増
水
で
冠
水
し
一
時
通
行
止

め
と
な
っ
た
ほ
か
、
小
野
田
地
区
で

も
三
郎
建
設
下
で
耳
川
の
水
位
が
堤

防
近
く
に
ま
で
上
が
り
、
一
部
住
民

が
自
主
避
難
す
る
な
ど
不
安
な
一
夜

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
に
襲
来
し
た
台
風
6
号
、

8
号
で
は
、
大
き
な
被
害
こ
そ
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
部
裏
山
が
崩

壊
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
1
世
帯

（
5
人
）
に
避
難
指
示
（
台
風
8
号

時
）
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
台
風
の
影
響
で
最
も
大
き

な
被
害
を
受
け
た
の
は
、
収
穫
を
目

前
に
控
え
て
い
た
早
期
水
稲
な
ど
の

農
産
物
で
、
被
害
総
額
は
約
3
千
3

百
万
円
に
も
及
び
ま
し
た
。

台
風
（
5
号
・
6
号
・
8
号
）
襲
来
〃

　
農
産
物
に
大
き
な
被
害

、
、
ノ

．
，
、

農
業
委
員
会
会
長
に

谷
口
將
成
氏
決
ま
る

　
今
期
（
任
期
平
成
1
1
年
7
月
2
0
日

か
ら
3
年
間
）
の
農
業
委
員
会
の
会

長
に
谷
口
將
成
氏
（
野
瀬
）
、
そ
の
職

務
代
理
者
に
山
本
建
男
氏
（
仲
深
）
が

そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

前
田
福
美

　
農
業
共
済
組
合
推
薦

　
　
　
　
（
迫
野
内
・
6
2
歳
）

農伊

東
征
男

業
協
同
組
合
推
薦

　
　
（
鶴
野
内
・
5
8
歳
）

週
評
＼

／’F 刀_

農
業
委
員
（
離
よ
礪

　
7
月
1
9
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
た

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
よ
る
委

員
4
名
（
農
業
協
同
組
合
1
名
、
農
業

共
済
組
合
1
名
、
議
会
2
名
）
に
町
長

か
ら
選
任
の
発
令
が
さ
れ
ま
し

た
。　
顔
ぶ
れ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

）
選
任
委
員
決
ま
る

畝
原
基
克

　
議
会
推
薦

　
　
　
　
（
小
野
田
・
6
5
歳

＼

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲3900㈹まで〉 ★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉
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東
郷
町
保
健
福
祉
ま
つ
り

9
月
2
6
日
（
日
）
開
催

　
町
制
施
行
3
0
周
年
を
記
念
し
て
、
町
で
は
9
月
2
6
日
（
日
）

に
『
東
郷
町
保
健
福
祉
ま
つ
り
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
住
民
の
参
加
を
中
心
に
、
町
民
の
健

康
、
体
力
づ
く
り
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
健
康
で
明

る
い
町
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
6
月
か
ら
東
郷
甘
甘
民
健
康
保
険
病
院

に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
、
金
丸
勝
弘
で
す
。

内
科
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。　
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、
親
し
み
の
あ
る

病
院
づ
く
り
と
町
民
の
み
な
さ
ま
の
健
康

維
持
増
進
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

～

飯

金丸勝弘先生

1※弟〔
　違反して、行政指導に従わないような
悪質な場合は、1年以下の懲役または50

万円以下の罰金が科せられますので、間違

って燃やした場合には、速やかに保健所

や市町村職員の指示に従ってください。

　ゴムやプラスチックが燃焼する時の煙

には、ダイオキシンなどの人体に有害な

化学物質が含まれています。自分自身や

周囲の人々の健康のためにも、ゴムやプ

ラスチック等を屋外で燃やすことのない

ようお願いします。

葭；8 達
　　　7ノ’一

　宮崎県公害防止条例が改正され、7月

1日から燃焼時に黒煙や悪臭を発生する

ゴムやプラスチック等の燃焼不適物の屋
外燃焼行為が規制されます。

　今後、家庭ごみのうち、ゴムや

プラスチック製品、ビニール等は

簡易焼却炉で燃やすことのないよ

うにきちんと分別して、市町村の

ごみ収集の日にお出し下さい。

鷺

急
襲
繋
簿
と
き
毒
．
綱
”
黙
鞍
轡

篠
野
．

i」6琳力滋釦＼
i棚緊護

・r健履蒙族の寝影」

》翁

町一台文化センター・町巾交公昆鍾

　　r四二・働慶棚襲」・r籟撞

●鵬澱鵬

．5聾二釜

歌
灘

傘

69－3902お問い合わせばレ棄郷町役場住民課

こ
ん
に
ち
は

　
8
月
1
日
か
ら
高
齢
者
訪
問
健
康
指
導

員
と
し
て
保
健
福
祉
課
（
や
す
ら
ぎ
館
）
に

勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
田
野
の

黒
木
初
子
で
す
。

　
仕
事
内
容
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
「
健
康

相
談
や
医
療
相
談
に
応
じ
、
適
切
な
援
助

や
指
導
書
を
行
う
こ
と
で
す
。
」

　
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
を
訪
問
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

黒木初子さん

燃焼不適物の
屋外での燃焼行為が

原則として

禁止
されま凱

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉
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か
つ
て
「
国
民
病
」
と
し
て
全
国
に
蔓
延
し
、
恐
れ
ら
れ
た
結
核
が
、

高
齢
者
を
中
心
に
増
え
始
め
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
発
病
の
ほ
か
、
今
年

に
入
っ
て
学
校
や
病
院
で
の
集
団
感
染
も
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
厚
生
省
で
は
こ
れ
ら
の
現
状
か
ら
「
結
核
緊
急
事
態
冒
三
＝
ロ
」
を
発
表
し

て
一
般
に
注
意
喚
起
す
る
ほ
か
、
結
核
情
報
の
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
結
核
の
集
団
感
染
が
1
年

間
で
4
1
件
発
生
し
ま
し
た
。
厚
生
省
の

報
告
に
よ
る
と
、
平
成
8
年
以
降
集
団

感
染
は
増
え
続
け
、
平
成
1
0
年
は
平
成

7
年
の
約
4
倍
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
す
で
に
中
学
校
や
病
院
な

ど
で
の
大
規
模
な
集
団
感
染
が
次
々

と
報
告
さ
れ
、
厚
生
省
は
『
結
核
緊
急

事
態
宣
言
』
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
集
団
感
染
が
急
増
し
た
背
景

に
は
、
昭
和
1
0
年
～
2
0
年
代
の
結
核

蔓
延
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
結

核
に
感
染
し
た
人
々
が
、
現
在
高
齢

と
な
っ
て
、
体
力
が
衰
え
た
り
抵
抗

力
が
弱
ま
っ
た
り
し
て
結
核
を
再
発

さ
せ
、
未
感
染
の
若
い
世
代
な
ど
に

感
染
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
結
核
は
1
9
5
0
年
ご
ろ
ま
で
は

日
本
人
の
死
因
第
1
位
で
、
年
間
5
0

万
人
前
後
の
新
規
患
者
、
1
0
万
人
以

上
の
死
者
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
抗
結
核
薬
や
予
防
接
種

の
普
及
に
よ
っ
て
発
病
も
死
亡
も
順

調
に
減
っ
て
い
ま
し
た
が
、
1
9
8

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
患
者
の
減

少
速
度
が
鈍
り
、
つ
い
に
平
成
9
年
に
は

前
年
比
2
4
3
人
増
の
4
2
7
1
5

人
と
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
毎
年
各
種
健
診

の
中
で
結
核
健
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
受
診
率
は
、
平
成
8
年
度

5
5
・
7
％
、
平
成
9
年
度
5
2
・
4
％
、

平
成
1
0
年
度
4
6
・
3
％
と
結
核
患
者

が
増
加
に
転
じ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
受
診
率
は
大
幅
に
下
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
医
療
の
現
場
で
あ
る
病
院
の
医
師

や
看
護
婦
で
す
ら
自
分
の
結
核
発
病

に
気
付
か
ず
に
勤
務
を
続
け
、
周
囲

を
危
険
に
さ
ら
し
た
事
例
も
あ
る
な

ど
、
今
後
は
一
人
ひ
と
り
の
病
気
に
対

す
る
自
覚
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ゴ
：
箋
、
F
霧
長

国民健康保険病院長谷川先生

．
曹
匿

最
近
の
結
核
に
つ
い
て

　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
病
院
長

　
　
　
　
　
　
谷
　
川
　
　
誠

・

　
最
近
、
結
核
に
関
す
る
報
道
が
多

く
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
現
在
、
毎
年
約
4
万
人

の
新
し
い
結
核
の
患
者
さ
ん
が
発
生

●
結
核

　
結
核
菌
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
感
染
す
る
細
菌
性
の
伝
染
病
。

　
菌
が
肺
の
中
に
入
っ
て
も
ほ
と
ん

ど
の
場
合
発
病
し
ま
せ
ん
が
、
健
康

状
態
が
悪
い
と
結
核
菌
が
活
動
し
、

熱
や
激
し
い
せ
き
、
た
ん
が
で
ま
す
。

　
初
期
の
症
状
は
カ
ゼ
に
そ
っ
く
り

で
、
微
熱
や
寝
汗
、
体
の
だ
る
さ
な
ど

の
症
状
が
出
ま
す
。

．
2
週
間
以
上
セ
キ
が
続
く
な
ど
の

場
ム
ロ
は
結
核
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
の

で
、
病
院
で
診
察
を
受
け
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

　
抗
結
核
薬
が
で
き
る
ま
で
は
、
「
国

民
病
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
猛
威
を
ふ

る
い
ま
し
た
。

　
全
世
界
で
は
年
間
お
よ
そ
8
0
0

万
人
が
発
病
、
3
0
0
万
人
が
死
亡

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。
以
前
の
予
想
で
は
、
今

頃
は
結
核
の
患
者
さ
ん
は
ず
っ
と
少
な

く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

思
っ
て
い
た
よ
う
な
減
り
方
よ
り
は
る

か
に
少
な
い
減
少
率
で
い
ま
だ
に
多
く

の
患
者
さ
ん
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
結
核
の
発
病
は
（
1
）
結
核
菌
に

感
染
し
て
か
ら
2
～
3
年
の
内
に
発

病
す
る
場
合
、
（
2
）
結
核
菌
に
感
染

し
て
相
当
長
い
期
間
が
過
ぎ
て
患
者

さ
ん
の
免
疫
力
が
低
く
な
り
発
病
す

る
場
合
、
の
2
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
前
者
は
若
者
に
多
く
み
ら
れ
、
後

者
は
高
齢
者
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
日
本
人
の
高
齢
者
で
は
そ
の

大
部
分
が
結
核
菌
に
過
去
に
感
染
し

た
こ
と
の
あ
る
既
感
染
者
（
5
0
歳
代

50

刀
A
6
0
歳
代
8
0
％
）
で
あ
り
、
今
で

は
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
結
核
を
発

病
す
る
と
き
は
、
肺
の
中
に
残
さ
れ

た
小
さ
な
病
巣
が
再
び
活
発
に
な
り

結
核
が
再
発
す
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
以
前
獲
得
し
た
免
疫
力
に
よ
り

新
し
く
結
核
に
感
染
す
る
こ
と
は
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
糖
尿
病
、
ガ
ン
の
治
療
、

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
、
加
齢
な
ど
に
よ
り

体
の
免
疫
力
が
低
下
す
る
と
あ
っ
さ

り
と
外
か
ら
の
結
核
菌
を
受
け
入
れ

感
染
し
、
結
核
に
な
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
理
由
で
例
え
ば
、
ガ

ン
の
治
療
で
入
院
中
の
方
が
抗
ガ
ン

剤
等
を
使
用
し
、
結
核
に
か
か
る
と

比
較
的
簡
単
に
病
院
内
で
集
団
発
生

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
の
現
在
の
結
核
は
そ
の
5
0
％

以
上
が
6
0
歳
以
上
の
方
々
で
す
が
、

人
口
の
高
齢
化
に
よ
り
ま
す
ま
す
比

率
は
上
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ

れ
て
い
る
若
い
人
た
ち
の
間
で
の
集

団
発
生
の
原
因
は
、
若
い
人
た
ち
が

結
核
に
感
染
し
た
こ
と
が
な
く
免
疫

が
な
い
た
め
、
職
場
で
一
人
が
か
か

る
と
集
団
発
生
が
起
こ
り
や
す
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
原
因
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
最
近
は
2
0
歳
代
の

女
性
の
発
病
が
目
立
っ
て
お
り
、
看

護
婦
、
デ
パ
ー
ト
や
銀
行
の
職
員
、
美

容
師
さ
ん
の
よ
う
に
多
く
の
人
に
接
す

る
職
業
に
多
い
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
日
本
は
高
齢
化
、
社

会
環
境
の
変
化
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
増

加
（
経
済
の
悪
化
に
よ
る
）
、
ク
ー

ラ
ー
等
の
使
用
に
よ
り
部
屋
を
閉
め

切
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
、
飛

行
機
の
利
用
の
増
加
等
、
結
核
が
広

が
り
や
す
く
な
っ
た
多
く
の
原
因
に

よ
り
、
結
核
は
い
ま
だ
に
1
年
間
に

約
3
0
0
0
人
の
死
亡
者
を
だ
し
て

い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
早
期
診
断
が
重

要
で
す
。
長
く
続
く
セ
キ
、
発
熱
、
首

の
回
り
の
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
な
ど
が

あ
っ
た
ら
早
め
に
病
院
で
受
診
さ
れ

る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉
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農業×夢＝認定農業者

黒木克彦さん
　　（寺迫）

○
現
況
と
今
後
の
経
営

　
現
在
は
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
専
業
経

営
を
し
て
い
ま
す
。

　
規
模
と
し
て
は
、
全
部
で
五
・
五

棟
の
鶏
舎
を
両
親
と
三
人
で
管
理
し

て
い
ま
す
。
寺
迫
地
区
内
に
あ
る

三
・
五
棟
を
両
親
が
管
理
し
、
自
分

は
都
農
町
で
空
鶏
舎
と
な
っ
て
い
る

施
設
（
二
棟
）
を
借
り
て
飼
育
管
理
を

し
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
就
農
す
る
前
は
、
自
衛
隊

や
会
社
勤
め
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

農
業
へ
の
魅
力
と
地
元
に
残
る
と
い

う
強
い
意
志
で
本
格
的
に
就
農
し
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
新
規
増
棟
に
よ
る
規
模

　
　
　
　
　
　
　
拡
大
は
建
設
用

経
費
と
現
在
の

市
況
と
を
考
え

る
と
、
大
変
厳

し
い
と
思
い
ま

す
。　

そ
の
た
め
、

現
在
で
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す

が
、
近
辺
の
空

い
て
い
る
鶏
舎

を
借
り
て
飼
育

す
れ
ば
一
人
で

五
棟
ま
で
は
管

理
可
能
だ
と
思

い
ま
す
。

　
飼
育
成
績
を

上
げ
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
生
産

性
の
向
上
を
図
っ
た
方
が
現
状
で
は

得
策
だ
と
思
い
ま
す
。

　
系
列
会
社
と
の
取
り
引
き
で
経
営

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
常
に
飼
育
管

理
技
術
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
が
良

い
成
績
に
つ
な
が
り
、
会
社
と
の
信

頼
関
係
を
築
く
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
今
ま
で
以
上
に
努
力
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
農
業
を
楽
し
み
な
が
ら
、

ま
た
若
い
農
業
後
継
者
の
一
人
と
し

て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
；
戸

　
学
校
を
卒
業
す
る
と
同
時
に
自
衛

隊
に
四
年
間
入
隊
し
、
社
会
人
と
し

て
の
良
い
意
味
で
人
格
を
養
う
。

　
退
隊
後
、
親
が
経
営
し
て
い
た
ブ

ロ
イ
ラ
ー
飼
育
を
四
年
間
手
伝
い
、

親
の
持
っ
て
い
る
技
術
を
習
得
す

る
。　
そ
の
後
二
年
間
他
産
業
に
従
事
す

る
が
、
「
勤
め
よ
り
農
業
を
や
り
た

い
、
ま
た
地
元
に
居
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
が
強
く
、
平
成
七
年
か
ら
本
格

的
に
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営
に
取
り
組
ん

で
い
る
黒
木
克
彦
さ
ん
で
す
。
現
在

五
・
五
棟
で
、
二
〇
万
四
千
羽
を
生

産
し
て
い
る
。
五
・
五
棟
の
内
、
克
彦

さ
ん
が
二
棟
（
一
八
千
羽
）
、
両
親
が

三
・
五
棟
（
三
三
千
羽
）
を
そ
れ
ぞ
れ

担
当
し
て
い
る
。

　
「
基
本
技
術
は
、
親
が
培
か
っ
た
経

験
が
手
本
で
、
そ
の
教
え
で
自
信
を

付
け
、
ヒ
ナ
が
大
き
く
育
つ
喜
び
を

味
わ
っ
て
い
ま
す
。
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
農
業
は
あ
る
程
度
の
自
由
が
あ

り
、
自
分
が
頑
張
っ
て
や
れ
ば
や
っ

た
ほ
ど
見
返
り
が
あ
る
。
そ
の
喜
び

は
、
何
に
も
か
え
が
た
い
も
の
が
あ

る
、
農
業
の
楽
し
さ
を
教
わ
っ
た
。

成
績
が
上
が
る
と
取
引
会
社
に
も
喜

ん
で
も
ら
え
、
信
用
も
上
が
る
と
確

固
た
る
も
の
を
築
き
つ
つ
あ
る
顔
で

し
た
。

　
将
来
は
規
模
拡
大
（
一
人
で
五
棟

経
営
）
し
た
い
が
、
今
の
市
場
で
は
、

鶏
舎
を
新
築
ま
で
し
て
の
拡
大
は
厳

し
い
も
の
が
あ
る
の
で
、
空
鶏
舎
等

を
探
し
な
が
ら
だ
と
話
さ
れ
る
言
葉

も
、
農
業
の
難
し
さ
の
一
担
を
感
じ

ま
し
た
。

　
克
彦
さ
ん
の
夢
は
「
今
は
】
人
で

や
っ
て
い
る
が
良
き
伴
侶
を
迎
え
、

二
人
で
楽
し
み
な
が
ら
や
り
た
い
」

と
、
言
葉
に
は
農
業
の
理
解
者
を
求

め
ら
れ
て
い
る
笑
顔
が
あ
り
ま
し

た
。
必
ず
や
良
き
理
解
者
が
現
れ
、
楽

し
む
農
業
を
二
人
で
築
く
こ
と
が
出

来
る
と
確
信
し
つ
つ
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー

鶏
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。
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畜
産
だ
よ
り

　
7
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か
ら

の
出
荷
分
の
結
果
、
及
び
最
高
額
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東
臼
杵
セ
リ
市
（
7
月
期
）
7
4
頭

　
雌
平
均
3
3
6
、
5
2
5
円

　
去
勢
平
均
　
4
0
9
、
7
0
0
円

　
合
計
平
均
　
3
7
8
、
0
5
7
円

最
高
額
［
雌
の
部
］

　
仲
深
黒
田
成
光
（
き
こ
ひ
め
号
）

　
・
血
統
安
平
・
隆
美
・
糸
目

　
3
0
5
日
令
　
3
7
2
㎏

　
　
　
1
、
0
7
3
、
1
0
0
円

［
去
勢
の
部
］

　
羽
坂
福
永
マ
ス
ミ
（
勝
福
1
0
号
）

　
・
血
統
安
平
・
隆
桜
・
菊
福

　
3
1
2
日
置
　
3
5
2
㎏

　
　
　
　
　
5
1
5
、
5
5
0
円

児
湯
郡
セ
リ
市
（
7
月
期
）
1
8
頭

　
雌
平
均
3
8
1
、
3
8
3
円

　
去
勢
平
均
　
4
5
2
、
7
0
0
円

　
合
計
平
均
　
4
1
2
、
5
8
4
円

最
高
額
［
雌
の
部
］

　
困
迫
海
野
君
代
（
は
つ
ひ
で
号
）

　
・
血
統
福
桜
・
糸
秀
・
長
久

　
3
0
4
日
令
　
2
7
1
㎏

　
　
　
　
　
5
1
5
、
5
5
0
円

［
去
勢
の
部
］

　
山
ノ
ロ
橋
口
政
美
（
上
踊
躍
）

　
・
血
統
上
福
・
福
二
・
糸
秀

　
2
5
7
日
令
2
6
9
㎏

　
　
　
　
　
5
1
0
、
3
0
0
円

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉

　　　　　　　ロ⑦鞘8ご’り 笏鵜まちのアルバム嚇笏
レ箇ぎのつかみ取り大会

　商工会青年部（鈴木雅人部長）主催の牧水ふれあい

うなぎつかみどり大会が、牧水公園河川プールで開催

されました。

　長雨と台風の影響などで開催が心配されましたが、

この日は晴天、夏休み最初の週末ということもあって

町内外から約2，000人が訪れるにぎわいぶりでした。

　参加者の大半はこどもたちでしたが、いざ、つかみ

どりが始まると大人もこどもも関係なし。歓声がこだ

まする中、ただひたすら魚を追いかけていました。
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　　　町政懇談会を実施
7月2日～31日

　このほど、町政懇談会が町内全区を対象に開催され

ました。

　各地区の公民館で行われた懇談会には、各区の区民

が多数出席、町政に対しての要望や質問など活発な意

見が交わされました。

　懇談会で話し合われた事項については、今後さらに

検討を重ね、少しでも早い時期での改善へ向け取り組

んでいくことにしています。
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平和の大切さを学ぼう

■脚．朋

剛輔

8月3日（火）

　戦争体験者の話を聞いたり、映画を見たりすることで戦

争当時の生活を振り返り、平和の尊さを知ってもらうとと

もに戦時中の食事を実際にとってみて、恵まれた現在の生

活に感謝する気持ちを育てることを目的とした「平和を語

る集い」がこのほど寺迫小学校で親子・地域住民約300人が

参加して行われました。

　この企画をしたのは、寺迫小学校区豊かな心を育てる実

践会議で、校区内の高齢者や婦人会、戦争体験者らの協力

を得ての開催。「こどもたちにとって、この夏休みの貴重な

体験になったようです。」

卜軸馳榊蝋1，・■o撒■ooo”・■開。”・．閥鱒顧㎝●榊■開関．・開■聯・網幽lIg，脚・胴開馳．・騨開9●．ooOl，・■1．．帥・開oo騨鰯oooo9・制18・

東臼杵郡内保育所職員研修会
撒恥㎜

M

“
n「㎜幽…駒㎝m静…静

8月8日旧

　第26回東臼杵郡内保育所職員研修会が、町総合文化

センターで開催されました。

　この研修会には郡内の保育士ら保育所関係者など約
150人が参加、保育士としての永年勤続表彰や保育事業

研究大会の報告などが行われました。

　また、本町開催ということもあって「家族愛で営む養鶏

業」と題し、坪谷の三浦定さんが講演を行ったほか、午後

に催されたレクリェーションでは、坪谷婦人会による寸劇

撫蟻㍊羅融謙ご発．あまりの名籍

闘
『

＼
★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉
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レ
題
「
大
好
き
な
お
母
さ
ん
」

　二二の

溝口愛良さん（5歳）

父：溝口　良一さん

母：　　　由美子さん

○好きな食べ物は何で

　すか？

　りんご
○好きな遊びは何ですか？

　フフンコ

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　看護婦さん

　
㌦

、

　
M

・
》
・

㍉寧’

一儲
肖壕

講箋

レ

題

「
フ
1

ル
遊
び
一

　　　　　寺迫の

　　　　岩崎愛吏さん（5歳）

　　　　父：岩崎宗円さん

　　　　母：　　三恵さん

　　　　○好きな食べ物は何で

　　　　　すか？

　　　　　ぶどう
　　　　○好きな遊びは何ですか？

　　　　　なわとび

　　　　○大きくなったら何に

　　　　　なりたいですか？

　　　　　らんま1／2
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一

町長に提言書

　　を提出

　去る6月28日、前期の農

業委員会（前会長黒木福義

氏外15名）は、町長に「東郷

町農業行政に関する提言
書」を提出しました。

　これは、農家の方々に近

年の厳しい農業経営を安定

したものにしていただくた

め、今後の農業行政の参考

になればと農業委員一人ひ

とりが提案しぐそれをまと

めたものです。

　これに対し、町長は十分

に参考とさせていただきま

すと述べました。

▲提言書を渡す、

　黒木福義前会長

　　　　　　　　o－o　　　　　　　oひ　　　　　　oひ　　　　　oφ　　　　．o　　　・9　　σ一　9一　ψφ．一

『
あ
の
人
は
今
ど
こ
に
』

　
警
察
で
は
、
9
月
中
を
「
行
方
不

明
者
捜
索
強
化
月
間
」
と
定
め
、
「
行

方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所
」
を
開
設

し
ま
す
。

　
こ
の
月
間
は
、
家
出
し
て
行
方
が

分
か
ら
な
い
人
の
所
在
を
捜
し
、
ま

た
、
身
元
不
明
死
者
の
身
元
を
確
認

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所
開
設

　
日
程
（
県
北
地
区
）

期
日
時　　間 場　　所

9

月
2

日 午前10時～ 延岡市社会福
卵 午後7時30分 祉センター3

日

囲
9

月 午前10時～ 日向市総合福
14

日 午後7時30分 祉センター
㈹

◎
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

◎
相
談
に
来
ら
れ
る
と
き
は
、
行
方

不
明
者
の
顔
写
真
や
身
体
特
徴
（
例

え
ば
ほ
く
ろ
、
あ
ざ
、
手
術
痕
）
な

ど
、
本
人
を
確
認
す
る
た
め
の
手
掛

か
り
と
な
る
資
料
を
お
持
ち
い
た
だ

く
と
参
考
に
な
り
ま
す
。

◎
利
害
の
絡
む
相
談
内
容
、
不
明
者

と
の
続
柄
が
不
適
当
で
あ
る
場
合
は

受
理
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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短
歌
尾
鈴
短
歌
会

妻
の
軒
と
だ
え
る
時
あ
り

障
り
な
き
か
と
顔
上
げ
て
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
丁

娘
の
進
め
る
流
行
の
服
の
派
手
な
れ
ど

老
い
吾
の
心
し
ば
し
華
や
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
秘
め
て
し
ず
も
る
黒
部
ダ
ム

沸
き
立
つ
朝
の
霧
の
広
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

北
浦
の
朝
澄
む
入
江
渡
り
ゆ
く

老
い
し
我
ら
に
海
風
や
さ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

若
竹
は
み
ど
り
さ
や
け
く
茂
り
き
て

夕
べ
小
鳥
ら
は
塒
を
あ
ら
そ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
富
貴
子

病
む
妻
を
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
預
け
お
き

罪
あ
る
如
く
一
人
帰
り
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

空
き
家
と
な
り
て
幾
年
か
蔦
葛

ほ
し
い
ま
ま
に
繁
る
館
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

元
禄
の
僚
乱
の
一
つ
か
山
陰
一
揆
を

記
す
町
史
は
我
が
心
ひ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

東
西
の
風
に
ふ
か
る
る
と
う
き
び
は

風
媒
な
る
を
今
日
我
は
知
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

使
ひ
た
る
人
も
老
い
し
か
草
む
ら
に

錆
し
リ
ヤ
カ
ー
捨
て
ら
れ
て
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

暮
れ
な
つ
む
春
の
杉
山
を
伐
る
人
ら

林
に
影
の
お
ぼ
ろ
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

さ
や
さ
や
と
稲
田
を
渡
る
夕
風
に

一
き
わ
蝉
の
声
高
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

雲
低
く
な
り
た
る
峡
の
空
見
つ
つ

雨
具
を
持
ち
て
小
豆
採
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

野
の
道
に
捨
て
ら
れ
し
車
は
草
覆
ひ

獣
の
吾
に
迫
る
が
の
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

左
目
の
視
力
落
ち
し
は
言
ふ
な
く
て

散
歩
の
シ
ュ
ー
ズ
軽
き
を
選
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲3900㈹まで〉

　　　　　　　⑨覗整うご’り

★名　前（Name）

　　　　フランチエスカ・ヴィネロット

★出身地（Birth　Place）

　　　　イギリス　ロンドン

★家族構成（Family）

　　　　父、田、兄（双子）の4人家族

★趣　味（Hobby）

　　　　ダンス、演劇

き
蕉
藍
講
辱
．
つ
驚
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今
年
8
月
か
ら
、
新
し
く
国
際
交

流
員
と
し
て
東
郷
町
で
働
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
フ
ラ
ン
キ
ー
で
す
。

　
日
本
に
来
る
の
は
今
回
が
6
回

目
、
東
郷
町
で
の
生
活
に
不
安
は
あ

り
ま
す
が
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
ふ

れ
あ
う
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
『
交
流
』
と
い
う
の
は
、
片
道
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら

日
本
語
、
日
本
文
化
そ
し
て
東
郷
町

の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ

け
る
と
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
1
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

鰍
、
●

ム

フ
ラ
ン
キ
ー
に
東
郷
町
の

印
象
な
ど
い
く
つ
か
質
問

を
し
て
み
ま
し
た
。

　宮崎県知事選挙投票結果のお知らせ

　去る7月18日（日）に執行された宮崎県知事選挙は、公職選挙法が改

正されて2回目の選挙となりました。

　明るい選挙推進協議会では、投票総参加を呼びかけるため、公民館

対抗バレーボール大会や老人クラブ総会で啓発用品の配布をはじめと

して、明るい選挙推進協議会会員である各区区長がふれあい通信の臨

時放送を利用して、投票の参加を呼びかけるなどした結果、前回（平成

7年7月）の投票率を上回る80．59％という投票結果となりました。

　区別の投票結果は下記のとおりです。

投票区 窃 当u有権者数 投票者数 投　票　率
男 248 197 79．44％

第1投票区　小野田 －女 315 269 85．40％

計 563 466 82．77％

男 184 140 76．09％

第2投票区※1寺迫 ．女 217 161 74．19％

計 401 301 75．06％

男 334 235 70．36％

第3投票区　福　瀬 女
371 284 76．55％

計 705 519 7362％

男 273 221 80．95％

第4投票区　鶴野内 女 319 275 86．21％

計 592 496 83．78％

．　」
144 126 87．50％

第5投票区　迫野内 女’ 169 146 86．39％

計
313 272 86．90％

男 73 64 87．67％

第6投票区　田　野 女
91 85 93．41％

計
164 149 90．85％

男 141 114 80．85％

．女 140 115 82．14％

第7投票区　羽　坂 計 281 229 8149％

男 127 108 85．04％

．女 142 128 90．14％

第8投票区　仲　深 計 269 236 8773％

男 222 164 73．87％

女 260 202 77．69％

第9投票区　坪　谷 計 482 366 75．93％

男 77 66 85．71％

女
95 82 86．32％

第10投票区　越　表
計

172 148 8605％

男
18 16 88．89％

第11投票区　下渡川 24 23 9583％壽 42 39 9286％

男 65 54 8308％
女’ 77 64 83．12％

第12投票区　八重原
計

142 118 83．10％

男 131 96 7328％

第13投票区※2寺迫 女
132 102 77．27％

lr‘ 263 198 7529％

男 2037 1601 78．60％

合　計 女 2352 1936 82．31％

計 4389 3537 8059％

※1　第2投票区は寺迫、山ノロ、中尾、落鹿組合
※2　第13投票区は庭田、吉牟田、長崎組合

○
東
郷
町
の
印
象
は

　
緑
や
海
が
見
え
る
と
こ
ろ
も
あ
っ

て
、
と
て
も
き
れ
い
な
所
。

○
国
際
交
流
員
と
し
て
や
り
た
い
こ

と
は
　
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
中
学
生
と

の
交
流
、
そ
の
中
で
イ
ギ
リ
ス
の
文

化
に
つ
い
て
教
え
た
い
。

○
東
郷
町
に
き
て
興
味
を
持
っ
た
こ

と
は
　
剣
道
、
太
鼓
を
是
非
や
っ
て
み
た

い
。○
好
き
な
日
本
食
は
何
で
す
か

　
刺
身
、
す
し
、
天
ぷ
ら
、
そ
ば
、
な

ど
大
好
き
で
す
。

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

山
か
げ
に
　
流
れ
す
み
た
る
　
み
な
か
み
の

　
静
け
さ
さ
ま
を
　
お
も
ひ
こ
そ
す
れ

　
前
月
号
同
様
、
東
郷
町
坪
谷
地
区

に
架
か
っ
て
い
る
岩
神
橋
欄
干
の
親

柱
の
部
分
の
金
属
板
に
書
か
れ
て
あ

る
も
う
一
つ
の
歌
を
紹
介
し
ま
す
。

　
大
正
十
三
年
に
歌
集
末
集
録
を

「
補
遺
」
と
し
て
発
表
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
歌

の
一
首
で
、
歌
の
後
に
（
「
み
な
か
み

紀
行
」
表
紙
に
）
と
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
若
山
牧
水
全
集
で
「
み
な

か
み
紀
行
」
を
調
べ
て
み
る
と
、
表
紙

と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
こ
の
歌
が
書

か
れ
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
「
補
遺
」
と

し
て
収
め
ら
れ
て
あ
る
歌
は
「
主
に
書

簡
中
に
書
き
記
さ
れ
た
も
の
と
手
帳

に
記
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
」
こ
と

か
ら
、
書
簡
を
調
べ
て
み
る
と
、
牧
水

は
大
正
十
三
年
五
月
二
十
六
日
に
沼

津
か
ら
東
京
の
出
版
書
房
宛
、
表
紙
の

こ
と
に
つ
い
て
手
紙
を
出
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
山
か
げ
に
」
の

歌
の
表
し
方
も
含
め
て
、
表
紙
の
構
成

に
三
つ
の
案
を
示
し
て
、
こ
の
中
か
ら

決
め
て
く
れ
る
よ
う
に
と
依
頼
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
紀
行
文
集
「
み
な
か

み
」
は
大
正
十
三
年
（
四
十
歳
）
七
月

都
　
甲
欣
　
一

に
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
よ
り

前
、
大
正
十
一
年
の
秋
に
沼
津
を
出
た

牧
水
は
、
東
京
を
経
て
長
野
県
か
ら
群

馬
県
に
入
り
利
根
川
上
水
流
地
帯
の

温
泉
を
旅
し
、
次
い
で
栃
木
県
の
日
光

中
禅
寺
方
面
に
出
た
旅
の
紀
行
文
が

「
み
な
か
み
紀
行
」
で
す
。

　
　
　
　
（
東
郷
町
内
歌
碑
め
ぐ
り
）
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　　　　　　　鵜8ご’り⑩

牧

水

戴
示

　　　　　　お知らせ
く《（インフォメーション》i》

　
毎
年
恒
例
の
「
牧
水
祭
」
を
次
の
日

程
で
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
9
月
1
2
日
（
日
）

▽
受
付
　
午
前
9
時
3
0
分
～
1
0
時

▽
開
式
　
午
前
1
0
時

▽
場
所
　
牧
水
記
念
館
周
辺
ほ
か

東
郷
町
保
健
福
祉
ま
つ
り

▽
日
時
　
9
月
2
6
日
（
日
）

▽
会
場
　
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

※
4
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

体
育
大
会
　
・

運
動
会
の
［
口
程

9
月
1
1
日
（
土
）
・
山
陰
保
育
園

9
月
1
9
日
（
日
）
・
東
郷
中
学
校

　
　
　
　
　
　
・
坪
谷
中
学
校

　
　
　
　
　
　
・
美
々
津
中
学
校

9
月
2
3
日
（
木
）
・
鶴
野
内
保
育
園

9
月
2
5
日
（
土
）
・
東
郷
幼
稚
園

9
月
2
6
日
（
日
）
・
坪
谷
保
育
園

　
　
　
　
　
　
・
寺
迫
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
・
田
の
原
分
校

10

獅
R
日
（
日
）
・
町
内
全
小
学
校

旧
軍
人
・
戦
傷
病
者
・
戦
没

者
遺
族
の
み
な
さ
ん
へ

　
恩
給
、
傷
病
恩
給
、
扶
助
料
、
援
護

年
金
、
特
別
給
付
金
等
に
つ
い
て
移

動
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
請
求
手
続
を
行
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▽
日
時
　
平
成
1
1
年
9
月
1
0
日

　
1
0
時
～
1
2
時
、
1
3
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
日
向
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

※
お
問
い
合
わ
せ

　
宮
崎
県
社
会
援
護
課
　
援
護
恩
給
係

　
T
E
L
O
9
8
5
－
2
6
－
7
0
6
0

地
域
振
興
券

　
も
う
お
使
い
に

　
　
　
　
な
り
ま
し
た
か

　
地
域
振
興
券
が
交
付
さ
れ
た
方
、

も
う
お
使
い
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。

　
使
用
期
間
は
9
月
2
2
日
（
水
）
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
日
以
降
は

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

伐
採
届
出
に
つ
い
て

　
森
林
は
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
貴
重
な
財
産
で
す
。

　
無
秩
序
な
伐
採
は
、
森
林
機
能
を

損
な
う
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
被
害

を
引
き
起
こ
し
、
私
た
ち
の
生
活
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
森
林
を
伐
採
す
る
場

合
は
、
伐
採
を
開
始
す
る
日
の
9
0
日

前
か
ら
3
0
日
前
ま
で
に
、
立
木
の
所

有
者
が
市
町
村
に
伐
採
届
出
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
森
林
法
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
伐
採
届
出
書
の
提
出
は
、
面
積
に

関
係
な
く
必
要
で
す
の
で
忘
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
林
政
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

林
業
改
善
資
金
貸
付

制
度
に
つ
い
て

　
林
産
物
生
産
用
機
械
・
施
設
、
林

業
従
事
者
の
安
全
衛
生
の
た
め
の
機

械
・
施
設
や
間
伐
材
用
製
材
機
械
を

導
入
す
る
費
用
、
林
業
経
営
を
開
始

す
る
た
め
の
費
用
等
に
つ
い
て
貸
し

付
け
ま
す
。

①
貸
付
対
象
者
　
森
林
所
有
者
、
林

　
業
経
営
者
、
林
業
従
事
者
、
素
材
生

　
産
業
者
、
林
業
を
営
む
会
社
、
木
材

　
製
造
業
者
等

②
貸
付
限
度
額
　
機
械
・
施
設
ご
と

　
に
定
め
る
額

③
貸
付
利
率
　
無
利
子

④
償
還
期
間
　
機
械
・
施
設
別
に

　
2
年
か
ら
1
0
年

⑤
償
還
方
法
　
年
賦
均
等
払
い

⑥
申
込
締
切
日
　
第
3
回
1
1
月
2
0
日

　
（
土
）

⑦
受
付
期
間
　
各
森
林
組
合
、
木

　
材
林
業
協
同
組
合
等

⑧
問
合
せ
先
　
宮
崎
県
木
材
振
興

　
課
　
木
材
産
業
係

　
T
E
L
O
9
8
5
－
2
6
－
7
1
5
6

　
ま
た
は
、
農
林
振
興
局
の
林
務

　
課

県
立
中
部
高
等
専
門

学
校
の
平
成
1
2
年
度
入

校
生
の
募
集

　
中
部
高
等
技
術
専
門
学
校
で
は
、

平
成
1
2
年
度
の
入
校
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

1
、
科
名
及
び
募
集
人
員

　
電
子
機
器
科
　
2
0
名

　
電
気
設
備
科
　
2
0
名

　
建
築
技
術
科
　
2
0
名

2
、
応
募
資
格

　
高
校
卒
業
（
程
度
）
者
以
上
（
平
成
1
2
年

　
3
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）

3
、
訓
練
期
間

　
1
年
間
（
平
成
1
2
年
4
月
～
平
成

　
1
3
年
3
月
）

4
、
願
書
受
付

　
平
成
1
1
年
9
月
1
日
（
水
）
～
平
成

　
1
1
年
1
0
月
2
9
日
（
金
）
ま
で

5
、
選
考
試
験
日

　
平
成
1
1
年
1
1
月
1
2
日
目
金
）

6
、
選
考
方
法

　
筆
記
試
験
（
国
語
・
数
学
）
、
適
性

検
査
、
面
接

7
、
合
格
発
表

　
平
成
1
1
年
1
1
月
1
9
日
（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
県
立
中
部
高
等
技
術
専
門
校

　
T
E
L
O
9
8
3
－
2
3
－
0
5
2
3

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
9
月
2
1
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
5
期

　
　
　
＊
納
期
は
9
月
3
0
日
ま
で

般
　
寄
　
付

　
迫
野
内
の
濱
地
力
さ
ん
か
ら
快
気

祝
い
と
し
て
、
ま
た
、
や
ま
な
み
会
会

長
黒
木
三
郎
さ
ん
か
ら
第
1
0
0
回

大
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
記
念
事
業
の
益

金
の
一
部
を
社
会
福
祉
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
と
社
会
福
祉
協
議
会
へ
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
　
．
＝

●

　
　
（
7
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

西
田
史
佳

坂
本
晴
喜

秀
£
書
名

宗
　
吉

慎
太
郎

工
事

福
　
瀬

福
　
瀬

住
所

結
婚
お
幸
せ
に

（ 一 （畝小 黒鼠 一高 氏

原翠 木月 部尾
絵 千三 秀

美猛 鶴裕 愛光
名

小 大 迫 日 延 福 住
野 分 野 向 岡

田 県 内 市 市 瀬 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

氏

名

黒
木
八
重
子

年
齢

65

ﾎ

住
所

羽
　
坂
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